
   
  
 
 
 
 
 
   
　  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
   
 
 

文 化 財 通 信 

玉 村 町 

2024 年 10 月 3 日発行 

（次号１１月発行予定） 

第３０号 

～ちょっとそこまで 古 探訪～
いにしえ

歴史資料館のお宝☆ 

～玉村町歴史資料館展示資料紹介～ 

　　巻ノ六　力石 

資料館のさわれる資料の一つです。でも、決して持

ち上げようとしないでください。とても重いので危険

です。　　　　　　　　　　　　　 

力石とは、力自慢の若者の力くらべに使われたお寺
ちからいし

や神社に奉納された石です。江戸時代から昭和初期頃

まで全国各地で力くらべが行われていました。現在、

全国で約 1万 5千個の力石が確認され全国 10 ヶ所ほ

どで力自慢のお祭が続いています。力石は主に楕円形

の丸みをおびた自然石で 20～30 貫（1貫：3.75 ㎏）

の重さのものが多く、その石を担ぐことは通過儀礼・

身体鍛錬・娯楽の意味合いがありました。 

玉村町には、十数個の力石が残っ 

ています。1個が玉村八幡宮（下新 

田）に 10個が飯玉神社（五料）に 

あり、展示の力石は飯玉神社のもの 

で「三十八メ」38 貫目（142.5 ㎏） 

と刻まれています。 
 

重田家住宅 

～公開・活用にむけて㉚～ 

〇重田家住宅では「草刈りの会」の皆さまが、庭

（表と裏庭等）の草刈り作業等を月 2回行っていま

す。 

・第 1･3 水曜日(10 月～は) 8:00～の 1時間程度 

この他にも造園業者等が作業を行います。 

　ご近所の皆さまには、草刈り作業や通常公開、イ

ベント日等含めいつもご理解ご協力ありがとうござ

います。 

〇皆さまのご来場をお待ちしております。 

【通常公開情報】 

平日の水・木・金曜日、毎月第４土曜日　

10:00～16:00（最終入館は 15:30 まで）なお、夜

間の催事等はその都度対応します。都合により臨

時休館あり。

9 月 29 日(日)をもちまして、第 29 回企画展「どうぶつだらけー玉村の歴史に刻まれた動物た

ちー」が終了しました。たくさんの方々のご来館、ありがとうございました。令和 4 年 6 月より連載

していた「玉村町歴史どうぶつ散歩」の集大成としての企画展が無事に終了したことを踏まえ

て、「玉村町歴史どうぶつ散歩」を終了とします。歴史資料には自然を題材としたものが多くあ

り、動物と並んで植物も多く取り上げられています。今月より「玉村の歴史を彩る動植物」と題し

て、今までの動物に加え、植物が題材となっている玉村町の歴史資料を紹介します。 

　記念すべき第 1 回目は、火雷神社(下之宮 524)の境内にある石製の手水鉢(ちょうずばち)で

す。社寺の参道脇にあり、神仏参拝の前に心身共に清めて神仏の前に立ちたいと思う人の心

の現れが手水鉢(手洗石、水盤、御手洗石、手水石ともいわれる)と考えられています。正面に

奉納、御宝前、水盤などと刻まれ、大社寺では簀の子を盤上にかけて柄杓子を置いて手を洗い

口をすすぎやすくしています。火雷神社の手水鉢は享保 12 年(1727)のもので、「當邑　小林氏

奉納　上野十二社　火雷天神宮　御宝前」とあり、四弁の梅花型の珍しい形をしています。火雷

神社は配祭神として学問の神様である菅原道真を祀っています。その道真公が好んでいたと言

われる梅を基礎にしていると言われています。梅の花は本来五弁花ですが、この手水鉢は四弁

の花型をしています。もしかしたら、梅の花に似た白い四弁の梅花空木(ばいかうつぎ)という花

がモチーフなのかもしれません。いずれにしても、梅の花は植物の中でもいち早く花を咲かせ、

成功の祈願や生命力の強さで厄を除けるという意味から縁起の良い植物とされてきました。 

　現在も珍しい四弁の梅花型の手水鉢を見ることができるので、ぜひ火雷神社を参拝してみ

てはいかがですか？



☆ 発 行 ☆ 

玉村町生涯学習課文化財係・玉村町歴史資料館　（電話）0270－30－6180 

〶370-1105　群馬県佐波郡玉村町大字福島 325 番地　玉村町文化センター内 

 

 
 
 
 

 

 

　 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
  
  

 
  
  
  
 
 
 
 
  
　　 
 
 
　 
  
 
 
 
 
　　 

玉村町地域おこし協力隊員レポート ⑨ 
9 月 28 日（土）に地域おこし協力隊主催「重田家

マルシェ vol.3 わくわくを集めよう」が開催されま

した！お越しくださったお客様、ありがとうござい

ました。不安だったお天気もどうにかもち、たくさん

の方にご来場いただきました。私たちからは“描こう

わたしのわくわくコーナー”と題してわくわくをテ

ーマにペイントをしてもらうワークショップを行い

ました。力作ばかりが集い、じっくり交流を図ること

ができました。次回も皆さんで楽しめるイベントが

できたらと思っています。 

今後も皆さんと気軽に交流が 

できる場所を作っていきたいと 

思います。カフェ営業、フリー 

コーヒー共にぜひ重田家住宅に 

お越しください！ 

重田家住宅イベント情報 

■重田家住宅うたごえ古民家 
日時：10 月 23 日（水）午前 10時～11 時 
場所：国登録有形文化財　重田家住宅（小泉４２） 
内容：なつかしの歌をみんなで歌います。 
入場無料　時間中出入り自由です。 
主催：玉村町地域包括支援センターにしきの園・重田
家住宅健康部 
問い合わせ先：玉村町地域包括支援センターにしきの
園　担当：吉田・大石・羽田　64－6666　 
 
■重田家住宅で○和の体験 
日時：11 月 10 日（日）午前 10：00～午後 1時 
ケアコム農園祭とのコラボ企画です。 
【セルフお抹茶体験】地域おこし協力隊特製のお菓子
付き（限定 30個）　事前予約なし 
【着物着付け体験コーナー　午前 10時～正午】 
事前予約必要　定員８名（各回 2名） 
①10 時～②10時 30 分～③11 時～④11 時 30 分～ 
申込受付：10月 17 日（木）より電話または文化財係窓
口にて（空きがあれば当日参加も可です。） 
用意する物：着物一式 
【建物案内：10:30～、11:30～（各 1時間程度）】 
協力：玉村きもの愛好会、株式会社ケアコム、地域おこ
し協力隊　冨澤のぞみ 
お申込み・問い合わせ：生涯学習課文化財係 30－6180

　　　　　玉村町の歴史を楽しく学ぶ 

玉村學 

第 3回「民家建築の見方－重田家住宅を通して－」 

 

場所：国登録有形文化財　重田家住宅（小泉４２） 

第１部　午前１０時～１１時３０分 

講師：村田　敬一氏（玉村町文化財調査委員会委員

長、歴史浪漫たまむら委員会副委員長） 

内容：講義と見学会を開催します。 

第 2部　午後１時３０分～３時 

内容：嚮義堂の古い瓦の利活用企画を開催します。

（数に限りあり） 

参加無料 
◆事前申し込みは不要です。直接会場へお越しくだ
さい。 
◆瓦企画は、工事の進捗状況により変更が生じる場
合もあります。あらかじめご了承ください。 
主催：歴史浪漫たまむら委員会 
☆お問合せ先☆ 
事務局：玉村町生涯学習課文化財係　 
（電話）0270-30-6180 
 

玉村町歴史資料館休館のお知らせ 

改修（空調）工事のため、歴史資料館は休館
しております。ご理解のほどよろしくお願いい
たします。 

休館期間：令和７年１月１５日（水）まで

玉村町×県女大×史料ネット 

被災文化財の保全に関する連携協定　締結 

　この度、玉村町と群馬県立女子大学と群馬歴史

資料継承ネットワークで、被災した文化財の一時

避難・保全・修復に関する活動のための連携協定

を結びました。 

自然災害発生時は文化センター内の玉村町文化

財整理室が「玉村町文化 

財シェルター」として被 

災した文化財の保管、修 

復場所として機能するこ 

とになります。 
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（土）


